平成１７年度　大館市生涯学習推進計画
１、生涯学習推進方針
　今日、国際化、高度情報化、少子・高齢化が急速に進行する中で、人口の過密過疎化などの地域間格差の増大、地球規模での環境汚染、生活様式の変化に伴うコミュニケーションの希薄化などが問題視されている。また、長期不況による経済、産業構造の再編や全国的な市町村合併が取りざたされる中で、生活を取り巻く課題や要求が多様化している。こうした激動する社会変化の中にあって、市民がかかえる生活課題や学習要求を把握しながら、全ての市民が、生涯にわたって積極的に自己学習を続け、その中に生きる喜びを見いだし、人間として成長することを目指した、学習環境の整備と学習機会の提供を充実させ、生涯学習を推進する。
２、生涯学習推進の中期的な基本課題

　２１世紀の大館市総合計画の基本理念である「ひと、自然、産業が融和した市民協同のまち“おおだて”」を目指し、大館市教育の基本目標「心豊かに、生きがいを持って学びつづける人づくり」を念頭に置きながら、大館市生涯学習基本課題を設定している。具体的には、２１世紀の大館市総合計画の「２１世紀初頭における望まれる大館の５つの都市像」とリンクさせ、７つの大館市生涯学習基本課題を設定する。
【大館の５つの都市像】

（１）生涯にわたり、多様な教育が受けられる教育文化都市

（２）農林業の経営基盤が充実し、自立した農林業都市

（３）保険・医療・福祉の充実により、多様なニーズに応える総合福祉都市

（４）新しい産業を核とし、雇用の確保と市民所得の増大を図る活力ある産業都市
（５）環境に配慮した、美しく住みよい環境都市

【生涯学習基本課題】

（１）郷土愛護（わがまちを見直そう）

（２）学習社会（生きがいをもとめ、学びあいの輪を広げよう）

（３）福祉社会（助けあい、いたわりあいの心を広げよう）

（４）健康生活（スポーツに親しみ、健康で明るい毎日をおくろう）

（５）勤労生産（元気に働きつづけ、作り出す喜びを見出そう）

（６）自然環境（緑いっぱいの自然を守り、美しく住みよい環境を創ろう）

（７）情報提供（拡がるネットワーク、情報を受けよう、発信しよう）

３、生涯学習推進のための中期的な環境整備施策

　生涯学習を推進するため、生涯学習推進本部及び社会教育関係部局が実施する、中期的な環境整備計画を設定する。
〔１〕生涯学習推進体制の整備

（１）生涯学習推進機関のネットワーク化

（２）生涯学習奨励員活動の促進

（３）市役所による出前講座実施に向けた体制の整備

（４）「まなびピアＩＮおおだて」生涯学習フェスティバルの開催

（５）生涯の各期の学習に対応するための指導講師確保（名簿登録）
（６）生涯学習情報及び資料の提供
〔２〕社会教育施設の整備と充実

（１）学習施設機関の窓口に、全施設の資料を整備

（２）既存社会教育関連施設の整備状況点検

４、１７年度　生涯学習推進本部の施策と事業

〔１〕生涯学習推進機関のネットワーク化

（１）ネットワーク会議を通じた推進体制の強化

　①生涯学習推進協議会を通じた関係機関・団体との推進連携強化

　②各課長による幹事会における推進体制の整備

　③各課担当者による推進担当者部会を通じた具体的取組み対応強化

　④学社連携・融合推進協議会を通じた事業の推進
　⑤市町村合併を意識した他市町との生涯学習機構の再編強化

〔２〕市役所による生涯学習事業の推進

（１）各課・館・所における生涯学習関連事業の展開

（２）各課・館・所による出前講座メニューの拡大

（３）市民に対する出前講座メニューの提供及び対応強化

〔３〕「まなびピア２００５ＩＮおおだて」生涯学習フェスティバルの開催
　★目　的
　広く市民に対し、生涯学習に関する実践活動や理解する機会を提供することにより、市民一人ひとりの学習への意欲を高め、大館市における生涯学習の一層の進展を図る。

「創る、育む、知る、楽しむ」をテーマに設定し、市民一人ひとりが、人生の生きがいを探るための、きっかけをつくるための生涯学習フェスティバルとする。

　★テーマ

　「創る、育む、知る、楽しむ」

　★期　間

　平成１７年９月～１０月の２ヶ月間を「第１５回　大館市生涯学習フェスティバル」月間とし、メーン行事は、平成１７年９月２５日（土）～２６日（日）に開催する。

　★運　営

　生涯学習推進本部の中に、フェスティバル事業協賛課の職員、生涯学習推進担当者及び、生涯学習推進本部事務局員などによる実行委員会を組織しながら進める。

★事業内容

　大館市民一人ひとりが学習する喜びを見い出し、豊かな人生を発見するためのフェスティバルにするため、関係する機関・組織や団体との連携のもとに、日常的な取組みなどを紹介するコーナーなどを実施し、今後の生涯学習の拡大に努める。
　開会式典、記念講演会、大館弁、幼・保・小・中学校書画展、ワークショップ、市民美術展、真崎コレクション公開、発明工夫展、公民館サークル展、園芸発表、環境展等。

　★記念講演

　日　時　　平成１７年９月２４日（土）１３時２０分～１５時００分

　場　所　　大館市民文化会館　大ホール

　演　題　　「人生いつもありがとう」
　講　師　　吉川　精一　氏（歌手／元ＮＨＫアナウンサー）

　日　時　　平成１７年９月２５日（日）１４時００分～

　場　所　　大館市民文化会館　大ホール

　内　容　　天羽　明惠・鈴木　大介デュオコンサート

〔４〕生涯学習情報及び資料の提供
（１）市広報へ生涯学習情報と学習活動の掲載
（２）講座・学習情報、講師情報、自主学習グループ情報（生涯学習支援システム）

等を随時更新しながら、中央公民館の窓口及びインターネットによる情報の

提供。

（３）市内各小・中学校への生涯学習関係サークル・組織・団体の情報誌作成による

関連事業の紹介。

〔５〕生涯学習奨励員活動の促進
（１）市単独研修会の実施、北鹿地区及び県の研修会等への派遣

（２）地域内の奨励活動の充実

（３）生涯学習奨励員の地域外活動促進

〔６〕生涯の各期の学習に対応するための指導講師確保（名簿登録）

　★人材博物館充実のための情報収集と整理

　　　全市民を社会人講師、インストラクター及び生涯学習ボランティアとして登録

　〔７〕社会教育推進の重点施策

（１）生涯学習社会の環境づくりと学習活動の充実

　①社会教育施設等の活用を図り、市民のニーズに呼応した学習活動を展開する。

　②市民の学習活動を支援するため、指導者や生涯学習ボランティア登録の充実と

「出前講座」の充実に努める。

　③男女共同参画社会の形成に向けた周知活動と学習活動を推進する。

　④児童の国際理解を深める学習活動や、外国人を対象とした各種講座の開催及び、

国内外都市との多様な交流・連携を促進する。
　⑤図書を通じた生きがいづくりの促進と、市民ニーズに応える読書環境の整備を

図る。

（２）芸術・文化の振興と文化財の保護・伝承

　①香り高い芸術・文化で感動を共有し、制作や発表の意欲を高めながら特色ある

文化活動の振興を図る。

　②ふるさとの歴史をひらき、現在を支える文化財の理解を深め、保護や保存を図り

ながら、郷土文化の誇りを広めるよう努める。
　③民俗芸能伝承活動の継続と後継者の育成を図り、公演機会を広めながら、地域に

根ざした文化活動を展開する。

（３）生涯スポーツ、レクリエーションの振興

　①運動施設の整備を図りながら、ニュースポーツ・競技スポーツなど生涯スポーツ

の楽しさを味わう機会の提供に努める。

　②学校開放を進めるとともに、スポーツ活動の楽しさを体験させ、健康の保持増進

を図り、地域社会の連帯感の育成に努める。
　③総合型スポーツクラブづくりをめざし、子どもから大人まで、多様なスポーツを

楽しむ環境づくりに努める。

（４）学びのコミュニティ活動の推進

　①家庭・学校・地域の連携・融合を推進し、学び合い教え合いながら学習の輪を

広げ、青少年の健全育成とコミュニティ意識の一体化を図る。

　②町内会や地域団体との連携による活動を支援し、各種講座や事業を通じたコミュ
ニティ意識の醸成を図る。
